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　加速する医療プロセスの多様化
や複雑化，さらに医療法，診療報
酬制度の目まぐるしい改訂などに
より，医療技術職員の担当する領
域は飛躍的に拡大し，新たな診療
業務分担とともに医療安全，感染
制御，栄養管理（NST），治験管理，
医薬品管理，医療機器管理などへ
の参画も求められています。この
ような中で，本院における人材の
確保に陰りが生じているように思
えてなりません。
　担当する検査部の現況を記して
みます。一昨年本学保健学科卒後
２年目の技師が地元ではない遠方
の総合病院に転職したのに引き続

き，昨年は新卒者が１年を待たず
にやはり同様に転職しています。
結婚や出産，伴侶の転勤など通常
ある理由以外での雇用期間内の離
職は，立場上気になるところです。
また，人事の窓口をお願いしてい
る保健学科教員から，一部の学生
を除いては本院を就職先として希
望していないという数年前からの
言葉も耳にこびりついています。
聞いた当初は，志の高い学生がい
ればと高を括っていましたが，厳
しい現実を目の当たりにするとこ
の言葉のインパクトを実感します。
　着任時驚いたことの第一は，非
常勤医療技術職員（現在正確には

契約職員）の３年雇用の問題で，
未だに根本的な解決には至ってお
りません。３年経つと自動的に退
職（平成19年４月からは，２年延
長が条件付きで可能）する雇用条
件の下では，士気を保たせるどこ
ろか，士気を求めるのが憚られる
ような心境で，魅力ある職場を目
指し，そして医療チームの一員と
して誇りを持てるように指導に努
めてきましたが，限界があります。
経費対効率の問題や人的資源の配
分などについての議論も当然で
す。しかし，国家資格を有する医
療技術職員の需要は増えることは
あっても減ることはないとの認識

の下，契約職員を妥当な評価に基
づき，必要とされる人材に対して
は雇用期間を超えて更新できる制
度の整備が先決で，人材確保の前
提となるべきものです。
　次代を担う有為な人材の確保を
単なる人件費の多寡のみの議論に
矮小化することは，本院の将来に
禍根を残すことにならないでしょ
うか。医療における医師の負担軽
減そして多様化する医療のニーズ
など，医療の変容に対応する人的
資源活用という視点での判断が当
に求められているように考えてい
ます。

　本年５月３0日，附属病院の新
外来診療棟竣工を記念して，医学
部コミュニケーションセンター
（MCC）にて，竣工記念式典・竣
工祝賀会が執り行なわれました。
式典にはご来賓として，文部科学
省から三浦公嗣高等教育局医学教
育課長にお出でいただき，さらに，
4名の国会議員，三村青森県知事，
相馬弘前市長，医療機関・業界の
代表者，本学からは遠藤学長，小
川理事を始めとして各診療科の先
生， 看護師さん等６8名のご参加
を賜りました。ご来賓いただいた
方々はいずれも多忙を極める方ば
かりであり，ご臨席に感謝申し上

げるともに，主催者側としては身
の引き締まる思いでした。竣工式
典では単に３0年来の附属病院の
夢がかなったということに留まら
ず，逆に各界からも附属病院へ大
きな期待と希望も寄せられている
ことを悟りました。竣工が昨年9
月なのに「なぜ今頃記念式典なの
か？」という疑問も寄せられまし
た。それは，旧棟から新棟への引
越し業務が各診療科，事務部をあ
わせ実に膨大な量であり，初めて
の経験でした。年末・年始にかけ
た作業は厳寒のなかで行われまし
たが，この時期を選んだのは，で
きるだけ診療を休まず患者さんに

不自由をかけない一策でもありま
した。そのような訳で気候のよい
5月に開催させていただきまし
た。各界からの代表者の祝辞と，
懇親の場からの提言をまとめると
以下のようになります。
　附属病院は，青森医学専門学校
創設から６4年， 弘前大学医学部
附属病院として59年の長い歴史
を有します。津軽医療圏はもとよ
り青森県全体を越えて近接する他
県の医療圏の中核病院として，そ
の重責を担ってきました。この附
属病院で学んだ医師は全国津 々
浦々の中核となって活躍されてい
ます。附属病院の再開発事業は，

昭和６３年度の第一病棟， 平成4
年度の第二病棟，平成7年度のエ
ネルギーセンター，平成11年度
の中央診療棟に続く事業として計
画され，ようやく関係者の努力が
実を結びました。
　旧外来棟からの引越しは，「暗
さ」，「狭隘さ」，「汚さ」の３Kか
ら脱したことになり，新たな診療
と教育への意欲が湧いてきます。
ホッとしている間もなく，私たち
に求められているものを改めて考
えなればなりません。特定機能病
院として，高度な医療の提供と開
発，次世代への教育に活用するこ
とは当然ですが，何より地域から

先憂後楽

も求められているのは若き研修医
の定着，地域循環型の専門医養成
であり，附属病院の新外来診療棟
はその「拠点」にしなければなり
ません。なぜなら，どう引き算し
ても附属病院ほど，教育スタッフ
に恵まれ，臨床も研究も一体とし
て勉強できるところはないからで
す。附属病院の開発はこれに止ま
りません。高度救命救急センター
の設置，駐車場の整備などの実現
に向けて共に頑張ってゆきたいと
思います。こうした努力が，地域
医療の再建と活性化に繋がること
を信じて。
� （平成20年6月8日記）

医療技術職員の
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平成19年度 ベスト研修医賞選考会開催
卒後臨床研修センター長　加藤博之

　 平成19年度弘前大学医学部附
属病院ベスト研修医賞選考会が，
2月29日18時より医学部コミ ュ
ニケーションセンターで開催され
た。本賞は平成1６年度からの卒後
臨床研修必修化に合わせて創設さ
れた賞であり，今回が4回目であ
る。当日は，平成19年度に本院
で研修を行なった岡田有史先生，
斉藤淳一先生，藤田和歌子先生，
綿貫裕先生（以上一年次），小田桐
元先生（二年次）（年次別五十音順）
の５名の研修医が，「研修生活を
振り返って－気づいたこと・伝え
たいこと－」と題して，７分間ず
つスピーチを行なった。聴衆は学
生および教職員で，スピーチのあ
と参加した52名の学生諸君（5年
生が中心）による投票が行なわれ，
藤田和歌子先生がベスト研修医に
選ばれた。引き続き表彰式が行わ
れ，藤田先生に賞状，純銀製メダル，
記念品が，次点となった岡田有史，
斉藤淳一両先生（両者同数票）に
は優秀研修医賞として賞状，楯，
記念品が贈られた。その他にも各

種特別賞として，綿貫先生に「グッ
ドパートナー賞」，藤田先生に「レ
ポート大賞」，小田桐先生に「ナ
イスサンタクロース賞」，斉藤先
生に「アグレッシブ賞」，岡田先
生に「クイックレスポンス賞」が
贈られた。つづいて懇親会に移っ
たが，5年生からも「ベスト指導
医賞」，「ベスト6年生賞」等の発
表があり，教職員も多数参加し盛
会裏に終了した。本賞は単に研修
医のモチベーション向上のために
貢献しているだけでなく，研修生
活・臨床実習を通じて，研修医－
学生間で学びあい，教えあう「屋
根瓦方式」教育の促進に役立って
いることが伺われる。

看護週間によせて
書きをしていることに驚いてい
た患者さまや，「忙しいのにあり
がとう」と感謝の言葉をかけて下
さったり，「思い出になるわ」と
喜んで下さった患者さまもいらっ
しゃいました。患者さまから笑顔
や励ましの言葉を頂き，看護の喜
びを感じた一日でした。これから
も，思いやりと笑顔を忘れず看護
スタッフ一丸となって頑張ってい
きます。

（第二病棟２階　大高奈奈子）

　小雪舞う年明けに新外来棟へ引っ越しが行われて早くも半年が過ぎ，
緑の濃い季節になりました。外来棟の竣工記念式典もつつがなく終了
し，病院の歴史に新しいページが付け加えられました。まばゆいタイ
ルばりの新外来棟の西側には臨床研究棟の古色が目立つようになりま
したが，今年の８月には臨床研究棟の改装も始まります。それに伴い
長年慣れ親しんだ古い外来棟も近い将来にはすっかり姿を消し，病院
の玄関も全く新しい装いで彩られることと思います。「世の中にある
人と栖（すみか）は久しくとどまりたるためしなし」とは方丈記の一節
ですが，そうではなく未来に向かっての変貌は心浮き立つものがあり
ます。長年慣れ親しんでいただいた南塘だよりの装丁も今号より新し
い装いとなりました。本便りがこれからも病院の歴史の記録集となる
ことを祈念しながら新装号をお届けいたします。
� 　（広報委員長　水沼�英樹）

【 編集後記 】

　当部は廣田部長のもと正式医師
職員3名，看護師28名で運営し
ています。医師は麻酔科，救急部
から多くの方の参加を仰ぎ，また
看護師の方は救急部・血液浄化療
法室が兼任となっています。24
時間体制をとっているため，医師
は当直に麻酔科の支援を仰ぎ，ま
た看護師は3交代で常に患者様
の治療に切れ目がないようにして
います。人員が足りず，人手を要
する作業のときは，主治医の先生
方や学生さんの援助を仰いでおり
ます。また臨床工学士のボラン
ティア活動に支えられております。
　御存知のように，ICUは重症患
者様を一番危機的な状況のときに
お世話をし，回復をはかる場とさ
れています。入室患者様の数は
年々増加しており，昨年の入室患
者様数は６19名で利用率はほとん
どの月で100%を超えております。
術後管理患者様が多く，６2％を占
めており，手術以外の入室理由で

は，心不全，呼吸不全の患者様が
多くなっています。院内のみでな
く，広く他病院からの患者様にも
利用していただいております。津
軽一円および秋田県北部が主な圏
内となっております。
　病床は８床で，小さな ICUで
すが，大体旧国立大学附属病院で
の標準的な病床数となっています。
3年前に２床増床となっておりま
すが，８床ではなかなか患者様の
需要の増減に対処が困難なことが
あります。学会シーズンには患者
様が減り，冬場の天候が悪くなる

と患者様があふれて入室できない
ということがあります。
　当 ICUは，ICU専従医が治療
を行ういわゆるクローズド制を
とっており，これが ICUでの救
命率などによい影響を与えている
ものと思います。多数の科の方に
使用していただく場所であり，そ
の時点での病院の方針，利用科の
方針，患者様疾病動向などにより
使用状況が刻々とかわります。
ICUを上手にご使用ください。

（集中治療部副部長　坪　敏仁）

各診療科の紹介
 【集中治療部】

▲花田病院長よりベスト研修医賞を
� 贈呈される藤田和歌子先生

▲看護の日のお花

新しい放射線診療装置の導入
放射線科・放射線部　阿部由直

　新しい放射線診療装置が附属病
院に導入されました。６4列デュア
ルソースCT（６4列CT），PET-CT，
CT付き血管撮影装置，SPECT-
CTです。
　６4列 CTでは，高速で多断層
CTが撮影できますので，冠動脈
撮影が可能です。その性能は予想
以上に優れており，処理時間も非
常に短いので，診療面での有益性
が向上しています。
　PET-CTは，岩手県の製造工場
から購入することでサイクロトロ
ンなしの稼働です。大切なことは，
青森県唯一の特定機能病院かつ津
軽地域のがん診療連携拠点病院で
ある大学病院としてPET-CTは必
要不可欠な装置であることです。
このことは年間約1200から1400

名のがん患者さんが来院する大学
病院としてのニーズに応えられるこ
とです。当院のPET-CTの特徴は，
癌の病期診断のみならず放射線治
療と直結しています。さらに
PETの呼吸同期装置と治療用の
呼吸同期装置と連動させることで，
より正確な診断と治療ができます。
このことによりがん診療に多大な
貢献が期待できます。
　新しい血管撮影装置は，フラッ
トパネルを検出器とした装置で，
同時二方向から
の透視・撮影の
ほか CT像も作
成できます。ま
たSPECT-CTも
X線による吸収
補正とCTを撮影

ひろだい保育園開園式開催

　今年も，５月12日ナイチンゲー
ルの誕生日を中心に一週間，日本
中で看護週間の行事が開催されま
した。当看護部では，毎年，看護
部職員で構成される看護部自治会
の取り組みとして，「看護の日の
お花」を展示しています。今年は，
新しくなった外来診療棟の中央待
合いホールに，２メートルほどの
高さがあるドウダンツツジと，ピ
ンクや赤のカーネーションやあじ
さい，ミリオンバンブーなどが飾
られました。吹き抜けの待合い
ホールの椅子に座りながら観賞し
たり，足を止めて観賞された方も
例年より多かったようでした。
　また，恒例となった看護の日の
メッセージカードは，各々の病棟
で，１週間ほど前から準備に取り
かかりました。私の病棟でも，リ
ハビリへの意欲を支援するメッ
セージや，回復への祈りを込めた
メッセージ，頑張っている患者さ
まに対し感動したことなど受け持
ち患者さまお一人お一人に心を込
めて書きました。当日は，担当看
護師が直接カードを患者様にお渡
ししました。看護師が一枚一枚手

▲冠動脈CTと画像処理を行ったデータ

　弘前大学内保育園（ひろ
だい保育園）が４月に病院
敷地内に開園し，開園式が
４月４日同園内で開催され
た。
　開園式では，はじめに遠
藤学長から「待ちに待った
開園です。園児と同じよう
にこの保育園も育てていき
たい」また，花田病院長か
ら「若い医師，研究者たち
にうまく活用してもらいた
い。また，利用者にとって
安全安心な保育園を目指し
たい」と挨拶があった。
　その後，看板上掲を行う
とともに，明るく開放的な
園内の施設を見学し，今後の活
動に大きな期待を寄せていた。
　保育園は，大学職員，大学院
生のための「子育てと仕事」，「子
育てと学業」といった両立支援
策のひとつとして設置された。
床面積３３0㎡， 屋外遊技場100
㎡の平屋建てで，保育室のほか

給食室，沐浴室などを備える。
利用できるのは学内の全職員
で，定員に空きがある場合は大
学院生も利用可能。月極の常時
保育，一時保育合わせて40人の
園児を受入可能で，現在2６人が
利用を申し込んでいる。
� （総務課）

　本院では，患者サービスの一環
として院内コンサートを実施して
います。３月，４月及び５月の３
回， いずれも午後６時45分から
外来待合いホールで開かれました。
　３月６日は，70年代の懐かし
いフォークメドレーをおりまぜな
がら，息のあったハーモニーと抜
群の歌唱力で癒し系の歌声を聴か
せてくれた，忠犬ハチ公の故郷大
館市を拠点に活動しているフォー
クデュオ「ダックスムーン」によ
るコンサートが開催されました。
　４月28日は「春の歌」をテーマ
にバス・熊木晟二，アルト・猿賀
智美，ピアノ・熊木美紀子の御三
方の出演により開催されました。
　また，５月３0日は「医学部管弦
楽団＆医学部創立50周年記念ア
ンサンブル」により「初夏の院内
コンサート」と題して外来診療棟
竣工記念演奏会が開催されました。
　いずれのコンサートも，吹き抜
けの開放的な外来待合いホールに
心地よい響きを残したコンサート
となりました。�� （医事課）�����������������������

平成20年度
院内コンサート開催 　本院では４月11日，弘前市の

画家安井三佳子氏から，油彩画３
点の寄贈を受け，花田病院長から
感謝状を贈呈しました。
　安井氏は国土社特選，県展奨励
賞など多数の賞を受賞しており，
「私の絵は心を癒すタイプなので，
病院を訪れる人も和んでくれると
うれしい」と話しており，病院長
は安井氏に感謝状を手渡し，「ど

絵画寄贈による感謝状贈呈
こか懐かしい感じの作品ばかりで
心が温まります」と謝辞を述べま
した。
　寄贈された作品は，教え子を描
いた「ひととき」（80号），弘前公
園の藤を描いた「藤棚」（80号），
店先で野菜を売る「小店のおばあ
ちゃん」（100号）の３点で外来診
療棟１階公衆電話設置場所の向か
いに展示しております。��（総務課）

▲絵画を寄贈した安井三佳子氏（中央）と
　花田病院長（左）と砂田看護部長（右）

▲感謝状贈呈後寄贈した絵画を鑑賞

することができるので，新しい診
断法の確立が期待されます。
　これらの新装置の導入は診療だ
けでなく教育と研究に多大な貢献
をするものと考えます。最後にな
りましたが，
これらの装
置を導入す
るにあたり
貢献いただ
いた関係各
位に心より
お礼申し上
げます。 ▲右上の矢印のところが

　肺がん


